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発行所沼田市下久屋町 983  ☎23－1519 

井之川博幸議員活動地域版部内資料 

 4 月に行われるみなかみ

町議選にむけた勝利への決

意を語るとともに、日本共

産党の躍進を語り合う、利

根沼田地区の「新春のつど

い」が 1月 20 日、塩川てつ

や衆院議員を招いてみなか

み町カルチャーセンターで

開催されました。 

沼田市が全面取得したＧＢ２１ 沼小西校庭で行われた開会式 

 建設以来 23 年ほどが経過し、老朽

化が始まっている沼田市立図書館に

ついて、ＥＳＣＯ事業を導入し改修

を実施することになり、このほどプ

ロポーザル方式で優先交渉権者（事

業予定者）としてヤマト・沼土共同

企業体を選定したとの報告がありま

した。(ヤマトは県立女子大などのＥ

ＳＣＯ事業に取り組んでいる前橋市

の企業、沼土は沼田土建) 

 ＥＳＣＯ事業とは、事業者が顧客 

  の建物の光熱水費の削減などを計画し、それを実現させる改修

工事を実施して、数年以上の期間で工事費等を回収することを

目的とする事業です。今回の事業では、屋根の改修が含まれる

ことや光熱水費のもともとの使用量があまり大きくないこと

などから、光熱水費の削減分だけでは賄いきれないということ

で、市の一定の負担があり、10 年の分割で支払います。 

 「つどい」は会場いっぱいの参加者で埋まり、最初にキーボードや

ハーモニカによる演奏と歌などでにぎやかに開演しました。 

 4月 17日告示で行われるみなかみ町議選で再選をめざす林のぶゆき

町議が掲げてきた公約の多くが実現していることを示し、勝ち抜く決

意を語りました。勇退する原沢よしてる町議が共産党の 2 議席があっ

てこそ公約の実現が進んでいることを訴えました。 

 塩川てつや衆院議員は、日本共産党の修正案によって現憲法に主権

在民の原則である「主権が国民にあることを宣言し」という文章が明

記されたことを示し、この憲法を国民の生活に生かすことを強く訴え

ました。また、この憲法の平和主義を破壊しようとしている安倍政権

を許さないたたかいを全力で続けていく決意を語り、「市民と野党の共

闘」を前進させるためにも日本共産党の躍進を！と訴えました。さら

に会場からの質問にもていねいに答え、最後は会場いっぱいの拍手に

包まれました。 

対象となる市立図書館 
参加者に応える塩川(中)、林(左)、原沢（右）議員 

 2018 年度の予算が提案され審議を行う 3 月議会は、2 月 20 日(火)

召集告示、2 月 27 日(火)開会予定です。請願などの締め切りは 21 日

正午までとなりますので、早めに提出してください。 

 1 月 18 日、渋川市内の会場で沼田市議会・渋川市議会合同

議員研修会を実施しました。内容は、渋川広域消防本部の青山

省三消防長を講師に招き、「住宅密集地及び飲食店の防火対策

に係る渋川広域消防本部の取り組み」～新潟県糸魚川市の大火

を教訓として～について学びました。 

研修会の様子、中央奥が青山講師 


